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講義刑法学・各論

お待たせいたしました！　井田先生の『講義刑法学』に，総論・各論がそろいました。
各論は，刑法に定めてある個々の犯罪について学ぶものですから，総論に比べると，表現も
議論も具体的になります。各論のほうが学びやすい，という方も多いかもしれません。本書

もチャレンジしやすい一冊に仕上がっていると思います。
　本書の特色の一つは，各論と総論の議論をとても丁寧に結びつけて説明していることです。『総論』
の参照頁もとてもまめに引いてあり，両方をしっかり読むと，刑法の理解がぐっと深まるに違いありま
せん。また，本書はオーソドックスに保護法益ごとに構成されていますが，それを超えて関連性を持っ
ている犯罪もあり，その点についても意識して踏み込んだ解説がなされています。よくよく考えて読ん
でいくと，『刑法は何のためにあるのだろうか』といった壮大な問いへの答えが見つけられるような気
がしてくるのです。魅力あふれる一冊です。（Y.F）
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第 2 部　公共の信用に対する罪
第 20 章　偽造の罪・総説 ／ 第 21 章　通貨
偽造の罪 ／ 第 22 章　文書偽造の罪 ／ 
第 23 章　有価証券偽造の罪 ／ 第 24 章
支払用カード電磁的記録に関する罪 ／ 
第 25 章　印章偽造の罪 ／ 第 26 章　
不正指令電磁的記録に関する罪

第 3 部　風俗に対する罪（風俗犯）
第 27 章　風俗犯・総説 ／ 第 28 章　わいせ
つの罪 ／ 第 29 章　賭博罪および富くじ罪 ／
第 30 章　礼拝所および墳墓に関する罪
第 3 編　国家的法益に対する罪 
第 31 章　国家的法益に対する罪・総説

第 1部　国家の存立に対する罪
第 32 章　内乱に関する罪 ／ 第 33 章　外患
に関する罪 ／ 第 34 章　国交に関する罪

第 2 部　国家の作用に対する罪
第 35 章　公務の執行を妨害する罪 ／
第 36 章　逃走の罪 ／ 第 37 章　犯人蔵匿
および証拠隠滅の罪 ／ 第38章　偽証の罪 ／
第 39 章　虚偽告訴の罪 ／ 第 40 章　職権
濫用の罪 ／ 第 41 章　賄賂の罪

各論にも「小さな総論」があり，ここでは総論との関連や個々の犯罪の関係性について解説しています。

序　刑法各論とは
第1編　個人的法益に対する罪
第 1章　個人的法益に対する罪・総説

第 1部　人格的法益に対する罪
第 2 章　刑法による生命の保護 ／ 第 3 章　
刑法による身体の保護 ／ 第 4 章　生命・
身体に対する危険犯 ／ 第 5 章　身体的内密
領域に対する罪 ／ 第 6章　自由に対する罪 ／
第 7 章　個人の私的領域を侵す罪 ／ 第 8 章
社会的活動の主体としての人の保護

第 2 部　財産に対する罪
第 9 章　財産犯総論 ／ 第 10 章　窃盗罪と
不動産侵奪罪 ／ 第 11 章　強盗罪 ／
第12章　詐欺罪と恐喝罪 ／ 第13章　横領罪
と背任罪 ／ 第 14 章　盗品等に関する罪 ／
第 15 章　毀棄・隠匿の罪
第 2 編　社会的法益に対する罪
第 16 章　社会的法益に対する罪・総説

第 1部　公共の安全に対する罪
第 17 章　騒乱の罪 ／ 第 18 章　放火の罪お
よびその周辺の罪 ／ 第 19章　往来を妨害する罪

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641139176

